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エンジニア不足  x 
システム肥大化に
立ち向かう！

AI エージェントによる業
務プロセス改革実践
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中村 圭輔

野村総合研究所

AI 生産革新推進部

グループ  マネージャー
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01. 会社紹介
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コンサルから運用サービスまで一貫してご支援

2016 年 12 月
パートナー契約

2023 月 7 月
スペシャライゼーション認定
「アプリケーション開発  - サービス」

2020 年 11 月
専門組織「NGBU」設置

atlax for Google Cloud 提供開始

11 月
スペシャライゼーション認定
「インフラストラクチャ  - サービス」

2024 年 3 月
マネージド  サービス

プロバイダ  (MSP) 認定
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02. 野村総合研究所における
　　　　　　生成 AI 活用の取組み
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「AI によるビジネス変革」を

NRI の成長エンジンに  ”
野村総合研究所　2025 年 3 月期 決算説明資料



010Proprietary & ConfidentialGoogle Cloud Next Tokyo  
‘24



Proprietary

011Google Cloud Next Tokyo  

NRI がシステム開発で取り組む領域の特徴は？

一般的な  AI 活用事例や  AI ツールの導入と何が異なるのか？
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超複雑でミッション  クリティカルな
システム開発への  AI 活用に挑戦

ミッション  クリティカル

大規模
・複雑

ノン クリティカル

小規模・
シンプル

NRI が
挑戦している領域



Proprietary

013Google Cloud Next Tokyo  

DX に対する要求

● 顧客体験価値を高めたい

● アジリティを高めたい

● 先端技術を使いたい

○ 生成 AI、空間コンピューティング  etc…
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AI を最大活用した開発プロセスの検討を推進
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AI 活用の方向性

詳細設計から単体テストの一部までの 「AI による自動化」を研究開発中

今後は、上流設計・全テスト工程も含めた、 「AI との共創」による効率化を目指す
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入江眞

野村総合研究所

証券 AI 開発イノベーション推進室

エキスパート  アプリケーション  エンジニア
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03. 知識創造への取り組み
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金融の勘定系サービス運営における課題

● システムの肥大化

○ 顧客体験価値を高めるため、制度改正に迅速に追従

● エンジニア不足

○ システムにおける特定ドメイン熟練技術者の退任

○ レガシーな技術領域へのエンジニア流入が減少
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取り組みの背景

100 M+
長年にわたる金融制度対応・税制度対応に

確実に追従し安定稼動を実現してきた結果

のシステム規模。

1 K+
金融システムは社会インフラとしての責務を

全うすべく、サービス運営に従事する人員規

模。

システム規模や人員数自体が問題ではないが、 2025 年の崖を飛び越えるために

どう工夫するか。
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ナレッジ  / 知識とは

SECI モデル：
野中郁次郎氏・竹内弘高氏らが提唱した、組織における知識

創造のプロセスを説明するフレームワーク

アリストテレスの示した「知」の3つの形態についても指
針になりそう。
・エピステーメー（Episteme）：普遍的で文脈依存せず
再現可能、客観的な形式知
・テクネー（Techne）：技術、スキル、実践的なノウハ
ウ、人に属する暗黙知
・フロネシス（Phronesis）：実践からの知恵、文脈依存
の決定を共通善の価値観倫理観から行うことができる
実践知

知識の 3 分類：
古代ギリシャの哲学者アリストテレスによる知識の 3 分類
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有識者  LLM のデザイン

有識者の
振る舞い

ベースモデル 有識者 LLM ドメイン特化
LLM

ドメイン有識者の
振る舞い

業界専門知識

企業のノウハウや所作、文化

普遍的な考え方・判断 業務ルールは日々変化

ファイン  チューニング インストラクション

RAG
● 形式知の収集
● 暗黙知の掘り起こしと形式知化への取り組み
● 情報の構造化と丁寧なクリーニング
● ファイン チューニングの戦略的実施
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1

3

2

暗黙知と形式知と実践知の循環

組織に溜まった形式知を抽出・加工・集約

する。

→データ加工・集約のパイプライン

“連結化”
形式知の集約

文脈に合わせて形式知を利用し、新たな

暗黙知・実践知を得る

→AI エージェントの活用

“内面化”
形式知の利用

AI エージェントに足りていない“知識”を補

うべく、有識者から暗黙知を引き出し、形

式知に落とし込む

→暗黙知収集のゲーミフィケーション

“表出化”

暗黙知の収集

SECI モデル：
野中郁次郎氏・竹内弘高氏らが提唱した、組織におけ

る知識創造のプロセスを説明するフレームワーク
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アーキテクチャ

・Excel：.xls .xlsx .xlsm
・Word：.doc .docx
・Powerpoint：.ppt .pptx

形式知の

加工パイプライン

・開発者：　　

VSCode+Clline+Agent(via MCP)

・マネージャー：Agentspace

複数の UI 提供で

実践をアクセラレート

・ゲーミフィケーション

・エスノグラフィー：行動様式抽出

・インタビュー：暗黙知の言語化

暗黙知から形式知を

抽出する仕組み



Proprietary

024Google Cloud Next Tokyo  

Agent Development Kit (ADK)のアーキテクチャ

● Coordinator/Dispatcher Pattern

● LoopAgent

○ Search-Write-Critic

● Vertex AI Search Tool

https://google.github.io/adk-docs/agents/multi-agents/#coordinatordispatcher-pattern
https://google.github.io/adk-docs/agents/multi-agents/#coordinatordispatcher-pattern
http://applicationintegrationtoolset


動画あり
アーカイブ動画をご視聴ください



Demo
動画あり

アーカイブ動画をご視聴ください
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Agent or Tool
ADK を開発していると、sub-agentを 
root-agent から“エージェント”として

呼ぶのか、“ツール”として呼ぶのか選

択に迫られます。

ユーザとのコミュニケーションを

root-agent に委ねるならツールとして

呼び出すことになります。

組み込みツール①

Google_searchや

Vertex_ai_search_tool  などは現

状 sub-agent からの呼び出しができ

ません。

ただ、孫関係にある sub-agent から

の呼び出しはできるようなので、

sub-agent（子）を挟んで呼び出すこと

が可能です。

組み込みツール②

左記の検索系組み込みツールと

tool_context  といった状態管理ツー

ルは同時に呼び出しができないようで

す。

状態管理と検索結果の保存を、エージェ

ント間の親子関係を整理して実装する

必要があります。

ADK エージェント開発  Tips

https://google.github.io/adk-docs/t
ools/built-in-tools/#limitations

https://google.github.io/adk-docs/tools/built-in-tools/#limitations
https://google.github.io/adk-docs/tools/built-in-tools/#limitations
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04. まとめ
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日本経済の発展を見据え、

コンサルティング、システム開発の両面から

ご支援させていただきます。

乗り越えるべき社会課題の解決に向けて

プレイヤーとして実践し、

未来創発してまいります。
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Expo ブース  にぜひお越しください！
スポンサーとしてブース出展しております。

P13
フォトスポット、

会場マップの近く
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ご清聴ありがとうございました。

Thank you


